
さ
て
、
時
は
七
月
。
毎
年
中
学

二
年
生
が
登
っ
て
い
る
『
富
士
山
』
。

数
年
前
に
世
界
文
化
遺
産
に
も

登
録
さ
れ
、
今
年
か
ら
は
『
山
の

日
』
も
始
ま
り
ま
す
。
毎
年
外
国
人

観
光
客
も
増
え
、
さ
ら
に
注
目
を

集
め
る
富
士
山
に
つ
い
て
、
特
集
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

富
士
山
に
つ
い
て

富
士
山
は
日
本
で
一
番
高
い
活

火
山
で
す
。
三
七
七
六
（
み
な
な
が

む
）
ｍ
と
い
う
雲
の
上
に
頂
を
持
つ

日
本
の
象
徴
と
も
い
え
る
富
士
山

は
、
二
〇
一
三
年
六
月
二
十
二
日

に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
人
工
物
が
多
い
こ
と
と
、
人

工
廃
棄
物
が
多
い
こ
と
か
ら
、
文

化
遺
産
と
い
う
形
で
の
登
録
で
し

た
。
こ
の
後
の
マ
ナ
ー
の
と
こ
ろ
で
も

書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
山
に
ご
み
は

捨
て
ず
に
、
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

山
の
日
に
つ
い
て

お
そ
ら
く
、
だ
れ
で
も
こ
ん
な
疑

問
を
持
っ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

「
な
ん
で
海
の
日
は
あ
る
の
に
山
の

日
は
な
い
の
？
」
そ
の
疑
問
が
、
や
っ

と
解
決
し
ま
し
た
。
山
の
日
は
、

「
山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
、
山
の

恩
恵
に
感
謝
す
る
」
こ
と
が
目
標
で

す
。
こ
の
八
月
十
一
日
の
祝
日
に

よ
っ
て
、
日
本
の
祝
日
は
十
六
に
な

り
ま
し
た
。
因
み
に
、
市
区
町
村
ご

と
で
山
の
日
が
前
か
ら
決
ま
っ
て
い

た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

山
登
り
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

山
登
り
を
す
る
と
き
に
、
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
（
最
低
限
で
す
。
）

◇
ご
み
を
捨
て
な
い

こ
れ
は
、
海
、
川
、
公
園
、
食
堂
と

い
っ
た
、
ど
こ
に
お
い
て
も
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
常
識
で
す
。

◇
「
落
！
！
！
」
の
一
声

こ
れ
は
、
何
か
の
拍
子
に
石
や
岩

な
ど
が
落
ち
た
時
に
大
声
で
叫
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
声
で
す
。

不
審
者
に
襲
わ
れ
た
と
き
に
「
助

け
て
」
と
い
う
の
と
同
じ
で
す
ね
。
ど

ん
な
に
小
さ
い
石
っ
こ
ろ
で
も
、
高
い

と
こ
ろ
か
ら
落
ち
て
誰
か
の
頭
に
落

ち
た
ら
大
け
が
を
し
か
ね
ま
す
。

◇
元
気
に
挨
拶
、
道
を
開
け
る

向
こ
う
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
前

に
大
き
な
声
で
挨
拶
を
し
ま
し
ょ

う
。

噴
火
す
る
か
も
？

富
士
山
は
百
年
に
一
度
噴
火

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
サ

イ
ク
ル
が
今
も
続
い
て
い
る
な
ら
、

近
年
中
に
噴
火
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
山
に
つ
い
て
の
最
新
情

報
を
手
に
入
れ
て
か
ら
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
確
認
し
て
か
ら
山
の
近
く

に
行
く
、
ま
た
は
登
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
山
に
は
危
険
が
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
で
も
、
一
人
一

人
の
心
が
け
で
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
う

や
っ
て
、
自
然
に
つ
い
て
考
え
て
み
る

の
も
、
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
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特
集

富
士
山

特集２ 夏だ！祭だ！

中間考査が終わり、いつもの日常に戻りました。夏休みが終われば文化祭、文化祭が終わるともう期末考

査がやってきますが、もうすぐ夏休みがやってきます！そこで今回は夏休みについて、夏休みのイベントの

中でも夏祭りについて少しお話しさせていただきます。

関⻄の夏祭りの中でも特に⼤きく、有名なお祭りについて調べてみました。

①7/24〜7/25(奉納花⽕は25⽇)天神祭…⼤阪の夏祭りの中でも1,2を争う規模の夏祭りですね。⼤阪の夏祭

りといえば天神祭、という人も多いのではないのでしょうか。場所はJR環状線桜ノ宮、大川の河川敷に屋台がたくさん並びます。

②6/30〜7/2愛染祭…⽇本最古のお祭りとして知られるお祭りです。また、関⻄で初めて浴⾐を着る祭として楽しみにしている⼈も多い

でしょう。場所は谷町筋、谷町線四天王寺前夕陽ケ丘駅周辺までです。

③7/30〜8/1住吉祭…⼤阪三⼤夏祭りの最後として有名です。三⼤夏祭りの最後ということで、この住吉祭には「お祓い」の意味が込め

られています。最寄り駅は南海本線の住吉大社駅、南海高野線住吉東駅、阪堺線住吉公園駅です。

もちろん、関⻄の夏祭りは今紹介しただけではありません。淀川の花⽕⼤会や教祖祭PL花⽕芸術、他の府県でも地域の祭りが開催されま

す。大きい祭りだけではなく地元の夏祭りに参加するのも楽しいでしょう。

夏休みの特集のはずなのに時期が全然夏休みじゃないですね。世間では夏休みと⾔われるこの時期、⻄⼤和学園ではまだ夏休みに⼊っ

ていませんでした。衝撃の事実ですね。しかし、忙しい日々の中で祭という非日常を楽しんだり、花火という幻想的な芸術を楽しむのも

⼤切です。祭なんか…と思わずにぜひ⼀度だけでもいいので⾏ってみてください。

富士山から望む御来光（昨年度撮影）

西大和学園新聞部発行

2016.7.9 第三号



先
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

高
等
部
高
校
第
１
学
年

理
科

三
上
剛
先
生

Ｑ
１

仲
の
い
い
・
よ
く
話
す
先

生
は
？

―
中
等
部
高
二
学
年
部
の
大
石

先
生

Ｑ
２

趣
味
に
つ
い
て
教
え
て
下

さ
い

―
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
小
学
一
年

生
く
ら
い
の
時
か
ら
や
っ
て
い
ま
し

たＱ
３

自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
は
？

―
自
分
の
進
路
を
自
分
で
決
め
て

き
た
こ
と

Ｑ
４

自
分
の
生
き
が
い
は
？

―
家
族
と
自
分
が
担
任
し
て
い
る

ク
ラ
ス
（
一
年
Ｂ
組
）

Ｑ
５

生
ま
れ
変
わ
っ
た
ら
何
に

な
り
た
い
？

―
お
金
持
ち
の
家
の
犬

Ｑ
６

生
徒
に
一
言

―
自
分
が
こ
う
生
き
た
い
と
思
え

る
よ
う
な
生
き
方
を
し
て
ほ
し
い

三
上
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

部
員
の
私
的

な
コ
ラ
ム

み
な
さ
ん
、
マ
ン
ガ
は
読
み
ま
す

か
？
？
私
は
マ
ン
ガ
が
大
好
き
で

よ
く
読
み
ま
す
。
最
近
で
は
、
海
外

で
も
日
本
の
マ
ン
ガ
は
大
人
気
で

す
ね
。
そ
こ
で
今
回
は
、｢
日
本
の
マ

ン
ガ
は
な
ぜ
人
気
な
の
か｣

と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
あ
る
記
事
を
読
ん
だ

の
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
一
つ
目
の
理
由
と
し
て
海

外
で
は
マ
ン
ガ
は
子
供
が
読
む
も
の

と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ど
の
国

で
も
最
初
の
マ
ン
ガ
は
子
供
の
た
め

に
作
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
海
外
で
は
今
で
も
子

供
向
け
の
マ
ン
ガ
は
多
い
の
で
す

が
、
大
人
の
読
む
よ
う
な
マ
ン
ガ
は

あ
ま
り
な
い
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

日
本
は
そ
ん
な
子
供
目
線
の
マ
ン

ガ
か
ら
進
化
を
遂
げ
、
大
人
も
楽

し
め
る
作
品
を
作
り
、
マ
ン
ガ
家
志

望
の
人
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
大
人

向
け
の
作
品
は
、
世
界
が
広
が
り
、

内
容
や
表
現
力
も
も
っ
と
深
く
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

次
に
、
二
つ
目
の
理
由
は
絵
や

表
現
力
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
で
す
。
日

本
の
マ
ン
ガ
は
、
日
本
人
の
持
っ
て

い
る
繊
細
な
感
性
・
個
性
が
描
か

れ
た
絵
に
も
反
映
さ
れ
、
人
間
の

細
か
な
動
作
や
仕
草
・
表
情
ま
で

も
が
分
か
り
や
す
く
、
絵
を
見
る
だ

け
で
も
そ
の
人
物
の
感
情
な
ど
が

伝
わ
っ
て
き
て
、
海
外
の
人
か
ら
す

る
と
ま
る
で
映
画
を
見
て
る
よ
う
な

感
覚
に
な
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て
最
後
の
理
由
は
、
ス
ト
ー

リ
ー
が
面
白
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

海
外
の
マ
ン
ガ
は
ヒ
ー
ロ
ー
も
の
の

単
純
な
も
の
が
多
く
、
背
景
や
人

物
像
・
絵
な
ど
は
あ
ま
り
か
か
れ
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
の
マ
ン
ガ

は
実
生
活
に
基
づ
い
た
ス
ト
ー
リ

ー
が
多
く
、
人
物
像
や
心
理
が
理

解
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

も
、
恋
愛
・
会
社
・
学
園
な
ど
、
カ
テ

ゴ
リ
が
広
く
、
テ
ー
マ
も
身
近
に
あ

り
そ
う
で
、
内
容
も
深
く
、
読
む
人

の
共
感
を
得
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。こ

の
よ
う
に
、
日
本
の
マ
ン
ガ
が

海
外
で
評
価
さ
れ
る
の
に
は
ち
ゃ
ん

と
し
た
理
由
が
あ
る
の
で
す
。
私
は

〝
マ
ン
ガ
は
日
本
の
誇
る
べ
き
文

化
〟
と
い
う
の
は
本
当
だ
と
思
い

ま
す
。
日
本
と
海
外
の
マ
ン
ガ
を
読

み
比
べ
し
て
み
る
の
も
面
白
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
み
な
さ
ん
も
、
ち
ょ

っ
と
し
た
ひ
と
と
き
に
マ
ン
ガ
を
読

ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
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連載小説

第3話 時津 奏太

「どう？今の心境は？」

健太は得意気だ。ちょっと腹立つ。

「一人、全然乗り気じゃない奴いるけど」

彼らから見て左に、ほかの二人よりに比

べて２，３歩後ろにいる平楼は、雲の動きを

目で追っていた。

「人見知りなだけだ、すぐ慣れる」

「ふうん。で、顧問の先生の目星はついて

るの？」

「担任の柿本先生も帰宅部？みたいなや

つだから、頼んだらいけるかも」

「部室は？」

「最悪、放課後の教室かな？できれば、体

育館の隣の空っぽの空き家みたいなとこ

ろぐらい？」

「あの合宿でしか使わないログハウスか」

とても居心地がよさそうな、神秘的な

空間だ。その後の流れは、まるで仕組ま

れたかのように上手い事進んだ。柿本先

生は部活の届けを躊躇いも無く出してく

れた。と、いうことで、全てのカードが揃っ

たので、

「任務部、入ってやろうじゃぁねぇかぁ」

役者は揃った。Storyの幕が上がる！

Let`s go!!

三上先生近影

VOL.3 ~semester 1~

今回はカナダでの学校生活前半戦について書きたいと思います。

カナダの学校は９月から始まり、翌年の６月に終わります。（７，８月は夏

休み）９月から１月までの期間を前期(Semester 1)、２月から６月までを

後期(Semester 2)と呼びます。定期考査は前期、後期末で年２回あり

ます。今回は１月中(前期)にあった出来事について書きたいと思います。

Semister1の期間中に僕が選択していた科目(というよりも人数に空

きがあって無理やり入れられた科目)はpre diploma English(英語)、

P.E.(体育)、Drama(演劇)、Social Studies(社会)でした。これらの授業

について書きたいと思います。

まずは英語の時間。これは言うまでもないと思います…。みんなの音

読のスピードについていけない、自分の考えを英語で説明できない、そも

そも文章が読めない…。数えるときりがないほど出てくる問題点(まあ、現

地の国語だし)。たぶん西大和の英語科の先生でも解けないと思います

(ネイティブの先生は除く)。しかしながら、そんな授業で一緒になった生

徒はとてもいい人ばかりでした。授業の内容を分かりやすく説明してくれ

たり、授業後も話しかけてきてくれるような人でした。

体育の授業はキックベースや、ホッケー、バスケットボールなどをしまし

た。

演劇の授業は「カールじいさんと空飛ぶ家」などの映画を見て、主人

公の心情を考えたり、ミニゲームなどで演劇の基礎について学ぶ授業で

した。

社会の時間はずっと定期考査のための自習時間でした…(留学生は

何をしたらいいんだ(怒))。

毎日4時間授業ですが１コマは80分で、朝8：10～昼2：30の間授業

があったという感じです(昼休みは1時間くらい)

ちなみに、すべての教科は選択科目で卒業認定に必要な授業さえ

受ければ他は何を選んでも自由になっており、様々な授業がありまし

た。例えばフランス語(絶対できないわｗ)、ヘアースタイルに関する授業

(細かい分野だなｗ)、ダンス(これにはちょっと惹かれた)などがありまし

た。

今回はカナダの学校での授業について書きました。次回は学校での

行事や現地で関わった様々な日本人スタッフの方々について書きたい

と思います。それでは次回VOL.4 ~行事~ で会いましょう。


